
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

静岡県第４次地震被害想定 

（富士宮市被害想定） 
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第４次地震被害想定における条件 

 ○レベル１（Ｌ１）、レベル２（Ｌ２）の地震・津波を想定し策定されている。 

※レベル１：マグニチュード８程度で、発生間隔がおおむね１００～１５０年の地震・ 

津波。 

レベル２：マグニチュード９程度で、１０００年から数千年に一度まれに、発生す

る最大クラスの地震・津波。 

 

 ○想定対象地震 

区   分 
駿河トラフ・南海トラフ沿いで 

発生する地震 
相模トラフ沿いで発生する地震 

レベル１の地震・津波 東海地震 

東海・東南海地震 

東海・東南海・南海地震 

（マグニチュード 8.0～8.7） 

大正型関東地震 

（マグニチュード 8.0 程度） 

レベル２の地震・津波 南海トラフ巨大地震 

（マグニチュード 9.0 程度） 

元禄型関東地震 

（マグニチュード 8.2 程度） 

※ 大正型、元禄型関東地震については、国の想定が行われていないため、静岡県が独

自で想定を行った。 

 

 ○想定の前提条件等（静岡県） 

区  分 前 提 条 件 等 

建 物 数 約 142 万棟（うち住宅 約 118 万棟） 

※平成２４年１月現在の数値 

人 口 約 376.5 万人（平成 22 年度国勢調査） 

想 定 シ ー ン 「冬・深夜」、「夏・昼」、「冬・夕方」 

風 速 平均風速よりやや強い風（5ｍ／秒） 

地 震 予 知 駿河・南海トラフ沿いで発生する地震については、「予知な

し」・「予知あり」 

地 盤 モ デ ル ボーリングデータ等を活用し、精緻化 

地 形 モ デ ル ２級河川の測量成果等を活用し、精緻化 

堤 防 デ ー タ 施設台帳等を活用し、精緻化 

想 定 手 法 国の想定手法等最新の科学的知見を採用 

建物被害・人的被害 市町村単位で推計 

津 波 避 難 行 動 早期避難率の相違を考慮 

津波避難ビルの活用を考慮 
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１．富士宮市における震度区分（震度区分面積：３８４．４ｋ㎡） 

① 駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震 

 ☆東海地震、東海地震・東南海地震、東海地震・東南海地震・南海地震（レベル１） 

 

 

 

 

 ☆南海トラフ巨大地震（レベル２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 相模トラフ沿いで発生する地震 

 ☆大正型関東地震（レベル１） 

 

 

 

 

 

☆ 元禄型関東地震（レベル２） 

 

 

 

 

 

南海トラフ巨大地震（Ｌ２）については、前提条件の「想定シーン」に加え、国の中央

防災会議が示した「南海トラフ巨大地震の地震像」（平成２５年５月報告）から、検討結果

を参考に設定した「基本ケース」と、基本ケースから強振動生成域（※）を陸側に設定した

「陸側ケース」、基本ケースから強振動生成域を東側に設定した「東側ケース」の３ケース

に分けて被害想定を出している。 

 ※強振動生成域：強い揺れを引き起こす地震波の特定の領域 

 

 

震度６強 …  １５．７ｋ㎡（約 ４．１％） 

震度６弱 … ３６１．９ｋ㎡（約９４．１％） 

震度５強 …   ６．７ｋ㎡（約 １．８％） 

震度６弱  …   ０．２ｋ㎡（約 ０．１％） 

震度５強  … １３６．９ｋ㎡（約３５．６％） 

震度５弱  … ２３７．３ｋ㎡（約６１．７％） 

震度４以下 …  １０．０ｋ㎡（約 ２．６％） 

【基本ケース】 

 震度６強 …  １５．７ｋ㎡（約 ４．１％） 

 震度６弱 … ３６１．９ｋ㎡（約９４．１％） 

 震度５強 …   ６．７ｋ㎡（約 １．８％） 

【陸側ケース】 

 震度６弱 … １８９．１ｋ㎡（約４９．２％） 

 震度５強 … １９５．３ｋ㎡（約５０．８％） 

【東側ケース】 

 震度６強 …  ９４．５ｋ㎡（約２４．６％） 

 震度６弱 … ２９０．０ｋ㎡（約７５．４％） 

 

震度６弱  …   ２．２ｋ㎡（約 ０．６％） 

震度５強  … ２１８．３ｋ㎡（約５６．８％） 

震度５弱  … １６３．９ｋ㎡（約４２．６％） 

―２― 



２．富士宮市被害想定（最大値） 

①駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震 

☆東海地震、東海地震・東南海地震、東海地震・東南海地震・南海地震（レベル１） 

－建物被害－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※第４次地震被害想定は、要因、合計のそれぞれで四捨五入を行っているため、「各要因を足した数」

と「合計」は合わない。以下同様。 

 ※「－」は、５未満を表す。（「０」ではない）以下同様。 

－人的被害－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜全壊・焼失棟数＞※冬・夕       ＜半壊棟数＞※冬・夕 

揺れ      約１，２００棟     揺れ      約５，９００棟 

 液状化        約１０棟     液状化        約４０棟 

 人工造成地        －棟     人工造成地        －棟 

 津波           －棟     津波           －棟 

 山・崖崩れ      約６０棟     山・崖崩れ     約１００棟 

 火災         約９０棟                     

 合  計    約１，４００棟     合  計    約６，１００棟 

＜死者数＞※冬・深夜、早期避難率低 

建物倒壊                約２０人 

（うち屋内収容物移動・転倒、屋内落下物   －人） 

津波                    －人 

山・崖崩れ               約１０人 

火災                    －人 

ブロック塀の転倒、屋外落下物        －人 

合  計                約２０人 

＜重傷者数＞※夏・昼、早期避難率低 

 建物倒壊               約２００人 

 （うち屋内収容物移動・転倒、屋内落下物 約２０人） 

 津波                    －人 

 山・崖崩れ                 －人 

 火災                    －人 

 ブロック塀の転倒、屋外落下物        －人 

 合  計               約２００人 

＜軽傷者数＞※冬・深夜、早期避難率低 

 建物倒壊                 約１，１００人 

 （うち屋内収容物移動・転倒、屋内落下物    約１００人） 

 津波                        －人 

 山・崖崩れ                     －人 

 火災                        －人 

 ブロック塀の転倒、屋外落下物            －人 

 合  計                 約１，１００人 

―３― 



☆南海トラフ巨大地震（レベル２） 

－建物被害－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－人的被害－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜全壊・焼失棟数＞ 

ケース：東側、冬・夕        （※第３次被害想定：予知なし／春秋１２時） 

揺れ    約２，９００棟    （※第３次被害想定：    ３，４７５棟） 

液状化      約１０棟 

人工造成地      －棟    （※第３次被害想定：      ２６３棟） 

津波         －棟    （※第３次被害想定：        ０棟） 

山・崖崩れ    約７０棟    （※第３次被害想定：      １０８棟） 

火災    約１，０００棟    （※第３次被害想定：    １，６０４棟） 

合  計  約４，０００棟    （※第３次被害想定：    ５，３３７棟） 

＜半壊＞ 

ケース：東側、冬・夕        （※第３次被害想定： 予知なし／ 冬５時） 

揺れ    約８，２００棟    （※第３次被害想定：    ８，５０５棟） 

液状化      約４０棟 

人工造成地    約１０棟    （※第３次被害想定：      ２６３棟） 

津波         －棟    （※第３次被害想定：        ０棟） 

山・崖崩れ   約２００棟    （※第３次被害想定：      ７８９棟） 

合  計  約８，４００棟    （※第３次被害想定：    ９，３１０棟） 

＜死者数＞ 

ケース：東側、冬・深夜         （※第３次被害想定：予知なし／朝５時） 

建物倒壊               約４０人（※第３次被害想定：１３２人） 

（うち屋内収容物移動・転倒、屋内落下物 約１０人） 

津波                   －人（※第３次被害想定：  ０人） 

山・崖崩れ              約１０人（※第３次被害想定： ２０人） 

火災                   －人（※第３次被害想定：  １人） 

ブロック塀の転倒、屋外落下物       －人（※第３次被害想定：  １人） 

合  計               約４０人（※第３次被害想定：１６２人） 

＜重傷者数＞ 

ケース：東側、夏・昼、早期避難率低 

建物倒壊                約２００人 

 （うち屋内収容物移動・転倒、屋内落下物  約２０人） 

 津波                     －人 

 山・崖崩れ                  －人 

 火災                     －人 

 ブロック塀の転倒、屋外落下物         －人 

 合  計                約２００人 

―４― 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※第３次地震被害想定の合計は、重複した被害を除いているため、各要因の被害件数を合計しても合

わない。 

 

②相模トラフ沿いで発生する地震 

 ☆大正型関東地震（レベル１） 

－建物被害－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－人的被害－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜軽傷者数＞※冬・深夜、早期避難率低 

建物倒壊                約１，１００人 

（うち屋内収容物移動・転倒、屋内落下物   約１００人） 

津波                       －人 

山・崖崩れ                    －人 

火災                       －人 

ブロック塀の転倒、屋外落下物           －人 

合  計                約１，１００人 

＜全壊・焼失棟数＞※冬・夕       ＜半壊棟数＞※冬・夕 

揺れ           －棟     揺れ         約５０棟 

 液状化          －棟     液状化        約１０棟 

 人工造成地        －棟     人工造成地        －棟 

 津波           －棟     津波           －棟 

 山・崖崩れ        －棟     山・崖崩れ        －棟 

 火災           －棟                     

 合  計       約１０棟     合  計       約５０棟 

＜死者＞ 
 なし 
＜重傷者＞ 
 なし 
＜軽症者＞ 
建物倒壊                   約５０人 
（うち屋内収容物移動・転倒、屋内落下物）   約１０人 

津波                       －人 

山・崖崩れ                    －人 

火災                       －人 

ブロック塀の転倒、屋外落下物           －人 

合  計                   約５０人 

―５― 



 ☆元禄型関東地震（レベル２） 

 －建物被害－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 －人的被害－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ライフライン被害 

Ⅰ：上水道（管路延長：約７００ｋｍ） 

①駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震 

 レベル１ レベル２（基本） レベル２（陸側） レベル２（東側） 

被 害 箇 所 数 約３００件 約３００件 約１００件 約４００件 

直 後 断 水 率 ８４％ ８４％ ６４％ ８９％ 

１ 日 後 断 水 率 ９０％ ９０％ ８５％ ９１％ 

７ 日 後 断 水 率 ３４％ ３４％ ２１％ ３８％ 

１ヶ月後断水率 ０％ ０％ ０％ ０％ 

 

＜全壊・焼失棟数＞           ＜半壊棟数＞ 

揺れ           －棟     揺れ         約７０棟 

 液状化          －棟     液状化        約１０棟 

 人工造成地        －棟     人工造成地        －棟 

 津波           －棟     津波           －棟 

 山・崖崩れ        －棟     山・崖崩れ        －棟 

 火災           －棟                     

 合  計       約１０棟     合  計       約９０棟 

＜死者＞ 
 なし 
＜重傷者＞ 
 なし 
＜軽症者＞※夏・昼 
建物倒壊                   約６０人 
（うち屋内収容物移動・転倒、屋内落下物）   約１０人 

津波                       －人 

山・崖崩れ                    －人 

火災                       －人 

ブロック塀の転倒、屋外落下物           －人 

合  計                   約６０人 

―６― 



②相模トラフ沿いで発生する地震 

 レベル１ レベル２ 

被 害 箇 所 数 約１０件 約３０件 

直 後 断 水 率 ３％ １１％ 

１ 日 後 断 水 率 ３％ ７％ 

７ 日 後 断 水 率 ２％ ４％ 

１ヶ月後断水率 ０％ ０％ 

 

Ⅱ：下水道（処理人口：約６８，０００） 

①駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震 

 レベル１ レベル２（基本） レベル２（陸側） レベル２（東側） 

直 後 機 能 支 障 率 ４％ ４％ ３％ ８％ 

１日後機能支障率 ７９％ ７９％ ７８％ ７９％ 

７日後機能支障率 １％ １％ ０％ ４％ 

１ヶ月後機能支障率 ０％ ０％ ０％ ０％ 

②相模トラフ沿いで発生する地震 

 レベル１ レベル２ 

直 後 機 能 支 障 率 １％ １％ 

１日後機能支障率 １％ １％ 

７日後機能支障率 ０％ ０％ 

１ヶ月後機能支障率 ０％ ０％ 

 

Ⅲ：電力（需要家数：７９，０００） 

①駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震 

 レベル１ レベル２（基本） レベル２（陸側） レベル２（東側） 

直 後 停 電 率 ８９％ ８９％ ８９％ ８９％ 

１ 日 後 停 電 率 ７８％ ７８％ ７８％ ７８％ 

４ 日 後 停 電 率 ０％ ０％ ０％ ２％ 

１週間後停電率 ０％ ０％ ０％ １％ 

 

 

―７― 



②相模トラフ沿いで発生する地震 

 レベル１ レベル２ 

直 後 停 電 率 ８９％ ８９％ 

１ 日 後 停 電 率 １４％ １４％ 

４ 日 後 停 電 率 ０％ ０％ 

１週間後停電率 ０％ ０％ 

 

Ⅳ：通信（回線数：約２８，０００） 

固定電話の不通回線率 

①駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震 

 レベル１ レベル２（基本） レベル２（陸側） レベル２（東側） 

直 後 不 通 回 線 率 ８９％ ８９％ ８９％ ８９％ 

１日後不通回線率 ７８％ ７８％ ７８％ ７８％ 

１週間後不通回線率 ０％ ０％ ０％ ３％ 

１ヶ月後不通回線率 ０％ ０％ ０％ ０％ 

②相模トラフ沿いで発生する地震 

 レベル１ レベル２ 

直 後 不 通 回 線 率 ８９％ ８９％ 

１日後不通回線率 １４％ １４％ 

１週間後不通回線率 ０％ ０％ 

１ヶ月後不通回線率 ０％ ０％ 

 

Ⅴ：ガス 

都市ガス供給停止需要家数（需要家数：約７，７００戸） 

①駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震 

 レベル１ レベル２（基本） レベル２（陸側） レベル２（東側） 

供 給 停 止 率 １００％ １００％ ０％ １００％ 

復 旧 対 象 戸 数 約６，５００ 約６，５００ － 約５，８００ 

※復旧対象戸数とは、全供給停止戸数のうち家屋被害の著しい需要家屋分を除いたもの 

②相模トラフ沿いで発生する地震 

 レベル１ レベル２ 

供 給 停 止 率 ０％ ０％ 

復 旧 対 象 戸 数 － － 

―８― 



ＬＰガス供給停止需要家数（需要家数：約３２，０００戸） 

①駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震 

 レベル１ レベル２（基本） レベル２（陸側） レベル２（東側） 

要点検需要家数 約４，８００ 約４，８００ 約８００ 約８，０００ 

機 能 支 障 率 １５％ １５％ ３％ ２５％ 

②相模トラフ沿いで発生する地震 

 レベル１ レベル２ 

要点検需要家数 約４０ 約６０ 

機 能 支 障 率 ０％ ０％ 

 

４．その他 

（１）避難者数（人） 

①駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生する地震 

 レベル１ レベル２（基本） レベル２（陸側） レベル２（東側） 

１ 日 後 ５，６４８ ５，６４８ ７５９ １３，０７８ 

１ 週 間 後 １６，２３１ １６，２３１ ７，７０３ ２４，５１２ 

１ ヶ 月 後 ５，６４８ ５，６４８ ７５９ １３，０７８ 

②相模トラフ沿いで発生する地震 

 レベル１ レベル２ 

１ 日 後 ４５ ７２ 

１ 週 間 後 ６０７ １，５１０ 

１ ヶ 月 後 ４５ ７２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ―９― 



（２）富士川河口断層帯について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
―１０― 


